
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年11月11日

【四半期会計期間】 第151期第２四半期（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

【会社名】 セイコーホールディングス株式会社

【英訳名】 SEIKO HOLDINGS CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　服部　真二

【本店の所在の場所】 東京都中央区銀座4丁目5番11号

【電話番号】 03（6739）3111

【事務連絡者氏名】 経理部長　　瀧沢　観

【最寄りの連絡場所】 東京都港区虎ノ門2丁目8番10号 虎ノ門15森ビル

セイコーホールディングス株式会社

【電話番号】 03（6739）3111

【事務連絡者氏名】 経理部長　　瀧沢　観

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町2番1号）

　

EDINET提出書類

セイコーホールディングス株式会社(E02280)

四半期報告書

 1/23



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第150期

前第２四半期
連結累計期間

第151期
当第２四半期
連結累計期間

第150期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高 百万円 155,608 149,803 　313,881

経常利益 〃 2,111 603 6,585

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△） 〃 1,366 △2,395 2,181

四半期包括利益又は包括利益 〃 △1,404 △6,655 △226

純資産額 〃 41,601 39,463 46,270

総資産額 〃 403,115 388,751 400,457

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
円 7.88 △13.11 12.43

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額 〃 － － －

自己資本比率 ％ 8.5 7.7 9.3

営業活動によるキャッシュ・フロー 百万円 15,895 △1,357 20,498

投資活動によるキャッシュ・フロー 〃 △4,531 △4,205 △8,696

財務活動によるキャッシュ・フロー 〃 △10,151 △1,799 △14,394

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 〃 55,494 42,970 51,901

　 

回次
第150期

前第２四半期
連結会計期間

第151期
当第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）
円 2.11 △3.42

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

４．第150期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　(企業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第2四半期連結累計期間（2011年4月1日～9月30日）におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響で生産活動が

大幅に低下しましたが、その後、サプライチェーンは急速な回復を見せ、個人消費も持ち直しつつあります。一方、8月

以降の米国債務問題等により超円高水準が続き、輸出産業は大きな打撃を受けました。米国では、雇用問題の改善の遅

れから景気の減速が続き、欧州は一部地域における財政問題により不透明感が増大しています。アジアでは、中国にお

ける内需拡大が周辺諸国の輸出・生産拡大を牽引していますが、中国の成長は鈍化の傾向にあります。

当社の当第2四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期より58億円減少し、１,498億円となりました。事業別で

は、ウオッチ事業は為替環境が悪化したものの、国内および新興国で順調に売上を伸ばしました。電子部品等事業で

は、サプライチェーンの混乱の影響を受け第1四半期は出遅れましたが、第2四半期はほぼ前年同期と同水準で推移い

たしました。クロック事業は前年同期を上回る売上となりましたが、眼鏡事業およびその他の事業で減少しておりま

す。連結全体で国内売上は714億円（前年同期比2.5％減）、海外売上高は783億円（同4.8％減）となり、海外売上高割

合は52.3％（前年同期は52.9％）でした。利益面では、販売費及び一般管理費は前期より削減いたしましたが、売上の

落ち込みなどから営業利益は前年同期比8億円減少の46億円にとどまりました。また、為替差損の計上などにより経常

利益は前期より15億円減少し、6億円となりました。固定資産売却益2億円および災害損失引当金戻入益3億円を特別利

益に、たな卸資産評価損15億円他を特別損失に計上したほか、法人税等が前年同期より12億円増加し、四半期純損失は

23億円（前年同期は四半期純利益13億円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

①ウオッチ事業

ウオッチ事業の当第2四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比66億円増加の539億円(前年同期比14.0％増)と

なりました。前年同期にはその他の事業に含まれていた時計小売事業を当第2四半期連結累計期間ではウオッチ事

業に含めたことによる影響額は46億円です。国内では、「グランドセイコー」が「創業130周年記念限定モデル」を

中心に好調に推移し、「クレドール」を含め高価格帯商品が前年を上回る売上となりました。また、中低価格帯商品

では、レディスウオッチ「ルキア」、「ティセ」をはじめとして順調に売上を伸ばしております。海外では、中国を

はじめとしたアジア諸国向け売上が引き続き好調を維持し、米国でも堅調に推移しております。ウオッチムーブメ

ント販売は高付加価値ムーブメントを中心に売上を伸ばしました。

利益につきましては、為替環境の悪化、仕入コストの上昇などがありましたが、製造原価低減に努めた結果、営業

利益が前年同期比5億円増加の44億円となりました。　

②電子部品等事業

電子部品等事業は売上高788億円（前年同期比6.8％減）、営業利益15億円（同42.1％減）となりました。分野別

には、電子デバイスのうち半導体が震災の影響などにより出遅れましたが、第2四半期に入り回復しております。メ

カトロニクスデバイスではハードディスクコンポーネントの客先における在庫調整などにより前期を下回りまし

た。システムアプリケーションは国内向けセキュリティー関連商品用移動体通信モジュールなどを中心として、順

調に推移しております。また、原発関連の影響により放射線測量機器の売上を伸ばしました。

③クロック事業

クロック事業は売上高51億円(前年同期比16.3％増)となりました。国内は、量販店向けなどが順調に売上を伸ば

し、海外では米国向けが好調に推移しました。利益面では、不採算事業を売却したことで前年同期より改善したも

のの、営業損失1億円(前年同期は営業損失4億円)となりました。

④眼鏡事業

眼鏡事業は売上高114億円（前年同期比3.7％減）となりました。欧米での売上は順調な推移を示しております

が、国内では、内面累進屈折力レンズ・両面非球面単焦点レンズなどの高付加価値商品と単焦点低価格戦略商品を

軸にするとともに、新規流通の開拓にも取り組みましたが、量販店向け売上が伸び悩み、前期を若干下回りました。

利益面では、ほぼ前年同期と同じ水準の営業利益1億円となりました。
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⑤その他の事業

その他の事業は売上高63億円（前年同期比50.6％減）、営業損失5億円（前年同期は営業損失7億円）となりま

した。前年同期にはその他の事業に含まれていた時計小売事業を当第2四半期連結累計期間ではウオッチ事業に含

めたことによる売上高の減少は53億円です。このほか、ゴルフ事業の撤退などにより売上高は前期より減少してお

ります。6月の和光本館改装とともに、和光をセイコーの旗艦店として位置づけ、積極的にセイコーブランドを展開

していくことで売上の回復を図ってまいります。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の期末残高は429億円となり、前連結会計年度末に比べて89億円

の減少となりました。

これは、主として以下の要因によるものです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失が7億円となり、減価償却費72億円に対してたな

卸資産の増加64億円等があった結果、13億円のマイナスとなりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得68億円に対して有形固定資産の売却が21億円であった

ことなどにより42億円のマイナスとなりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは長短借入金の返済などにより17億円のマイナスでした。

(3) 研究開発活動

当第2四半期連結累計期間における当社連結全体の研究開発活動の金額は26億円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 746,000,000

計 746,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 186,565,418 186,565,418
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000

株であります。

計 186,565,418 186,565,418 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　　　　　該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式
総数増減数

　
（千株）

発行済株式
総数残高
　

（千株）

資本金増減額
　

（百万円）

資本金残高
　

（百万円）

資本準備金
増減額
　

（百万円）

資本準備金
残高
　

（百万円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 186,565 － 10,000 － 7,076
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（６）【大株主の状況】

 平成23年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三光起業株式会社 東京都中央区銀座5-6-1 31,677 17.0

服部　れい次郎 　〃　港区 18,062 9.7

服部　真二 　〃　渋谷区　 11,396 6.1

第一生命保険株式会社   〃  千代田区有楽町1-13-1　 9,000 4.8

服部　秀生   〃  品川区 4,833 2.6

BNP-PARIBAS SECURITIESSERVICES

LUXEMBOURG-JASDEC SECURITIES　

(常任代理人　香港上海銀行東京支店)　

33 RUE DE GASPERICH, L-5826

HOWALD-HESPERANGE, LUXEMBOURG　

(東京都中央区日本橋3-11-1)

4,811

　

　

2.6

　

　

HSBC PRIVATE BANK (SUISSE) SA HONG

KONG BRANCH-CLIENT ACCOUNT　　

　

(常任代理人　香港上海銀行東京支店)　

C/O HSBC INVESTMENT BANK ASIA

LIMITED LEVEL 14, 1 QUEEN'S ROAD

CENTRAL HONG KONG

(東京都中央区日本橋3-11-1)

4,500

　

　

　

2.4

　

　

　

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）

東京都中央区晴海1-8-11

　

4,421

　

2.4

　

株式会社みずほコーポレート銀行 　〃　千代田区丸の内1-3-3　 4,419 2.4

THE CHASE MANHATTAN BANK, N. A.

LONDON SECS LENDING OMNIBUS ACCOUNT

(常任代理人　株式会社みずほコーポレー

ト銀行決済営業部)

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET

LONDON EC2P 2HD, ENGLAND

(東京都中央区月島4-16-13)　

　

4,039

　

　

　

2.2

　

　

　

計 － 97,160 52.1

　（注）　 服部れい次郎氏の氏名に関しましては、「開示用電子情報処理組織による手続の特例等に関する留意事項につ

いて（電子開示手続等ガイドライン）」（金融庁総務企画局）の規定により使用可能とされている文字以外

を含んでいるため、電子開示システム（ＥＤＩＮＥＴ）上使用できる文字で代用しております。　
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（７）【議決権の状況】

　　　①【発行済株式】

 平成23年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      3,823,000　 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式    182,071,000 182,071 　－

単元未満株式 普通株式        671,418 －
一単元（1,000株）未満の

株式

発行済株式総数 186,565,418 － －

総株主の議決権 － 182,071 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には(株)証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権2個）含まれてお

ります。

２．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式426株、セイコーインスツル(株)所有の相互保有株式541株、

(株)オハラ所有の相互保有株式307株、林精器製造(株)所有の相互所有株式102株および(株)証券保管振替機

構名義の株式が385株含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

セイコーホールディングス

株式会社

東京都中央区銀座

4-5-11
232,000 － 232,000 0.1

セイコーインスツル

株式会社　

千葉県千葉市

美浜区中瀬1-8　
2,334,0001,000,0003,334,000 1.8

株式会社オハラ
神奈川県相模原市

中央区小山1-15-30
256,000  － 256,000 0.1

林精器製造株式会社　
福島県須賀川市

森宿字向日向45　
1,000 － 1,000 0.0

計 － 2,823,0001,000,0003,823,000 2.0

　（注）他人名義で所有している理由等

　所有理由 　名義人の氏名又は名称 　名義人の住所

有価証券処分信託の設定のため。
資産管理サービス信託銀行株式

会社
東京都中央区晴海1-8-12

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 51,958 43,082

受取手形及び売掛金 50,897 50,839

たな卸資産 ※3
 60,974

※3
 66,028

未収入金 2,837 1,869

繰延税金資産 4,489 5,593

その他 4,849 4,842

貸倒引当金 △1,352 △1,263

流動資産合計 174,654 170,992

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 107,510 106,690

機械装置及び運搬具 100,248 101,812

工具、器具及び備品 35,410 35,045

その他 3,191 4,095

減価償却累計額 △168,054 △171,373

土地 83,505 81,179

建設仮勘定 1,054 1,395

有形固定資産合計 162,866 158,845

無形固定資産

のれん 11,172 10,721

その他 10,373 10,134

無形固定資産合計 21,545 20,855

投資その他の資産

投資有価証券 ※4
 31,989

※4
 29,413

繰延税金資産 2,600 2,005

その他 10,229 10,071

貸倒引当金 △3,428 △3,432

投資その他の資産合計 41,390 38,057

固定資産合計 225,802 217,759

資産合計 400,457 388,751
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 45,175 45,572

短期借入金 75,306 71,861

1年内返済予定の長期借入金 58,606 71,197

未払金 11,182 8,215

未払法人税等 1,691 1,685

繰延税金負債 127 145

賞与引当金 1,520 3,242

その他の引当金 1,466 691

資産除去債務 39 52

その他 11,045 9,425

流動負債合計 206,163 212,091

固定負債

長期借入金 103,952 92,427

繰延税金負債 4,632 4,553

再評価に係る繰延税金負債 5,490 5,490

退職給付引当金 25,241 25,358

その他の引当金 1,083 975

資産除去債務 351 335

負ののれん 946 757

その他 6,325 7,298

固定負債合計 148,023 137,196

負債合計 354,187 349,288

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 7,521 7,550

利益剰余金 23,140 20,360

自己株式 △1,010 △878

株主資本合計 39,650 37,032

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 740 △1,694

繰延ヘッジ損益 99 △58

土地再評価差額金 7,154 7,154

為替換算調整勘定 △10,455 △12,416

その他の包括利益累計額合計 △2,461 △7,015

少数株主持分 9,080 9,446

純資産合計 46,270 39,463

負債純資産合計 400,457 388,751
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 155,608 149,803

売上原価 107,799 104,838

売上総利益 47,808 44,964

販売費及び一般管理費 ※1
 42,356

※1
 40,344

営業利益 5,452 4,620

営業外収益

受取利息 95 154

受取配当金 89 91

その他 1,644 924

営業外収益合計 1,830 1,169

営業外費用

支払利息 2,736 2,742

為替差損 1,251 1,710

その他 1,182 733

営業外費用合計 5,170 5,186

経常利益 2,111 603

特別利益

災害損失引当金戻入額 － 367

固定資産売却益 － 252

役員退職慰労引当金戻入額 225 －

特別利益合計 225 620

特別損失

たな卸資産評価損 － 1,578

投資有価証券売却損 － 136

その他 － 301

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 332 －

関係会社貸倒引当金繰入額 237 －

固定資産除却損 174 －

訴訟関連損失 97 －

特別損失合計 841 2,017

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,496 △793

法人税等 △63 1,205

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,560 △1,998

少数株主利益 193 397

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,366 △2,395
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,560 △1,998

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △966 △2,517

繰延ヘッジ損益 △59 △158

為替換算調整勘定 △2,055 △2,062

持分法適用会社に対する持分相当額 116 81

その他の包括利益合計 △2,965 △4,656

四半期包括利益 △1,404 △6,655

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,516 △6,950

少数株主に係る四半期包括利益 112 295
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

1,496 △793

減価償却費 7,897 7,286

退職給付引当金の増減額（△は減少） △460 182

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △261 △60

貸倒引当金の増減額（△は減少） 92 △31

受取利息及び受取配当金 △185 △245

持分法適用会社からの配当金の受取額 7 11

支払利息 2,736 2,742

為替差損益（△は益） 460 414

持分法による投資損益（△は益） △619 △176

投資有価証券売却損益（△は益） － 136

固定資産売却損益（△は益） － △252

固定資産除却損 249 111

売上債権の増減額（△は増加） 2,066 △1,463

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,983 △6,417

仕入債務の増減額（△は減少） 8,753 1,826

未払金の増減額（△は減少） △3,525 △2,275

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,885 1,721

その他 3,741 △103

小計 19,353 2,612

利息及び配当金の受取額 185 245

利息の支払額 △2,791 △2,756

法人税等の支払額 △852 △1,459

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,895 △1,357

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,466 △6,873

有形固定資産の売却による収入 879 2,154

投資有価証券の取得による支出 △48 △0

投資有価証券の売却による収入 24 984

貸付けによる支出 △246 △292

貸付金の回収による収入 237 267

その他 88 △446

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,531 △4,205
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 319,914 234,459

短期借入金の返済による支出 △337,069 △237,638

長期借入れによる収入 46,912 23,000

長期借入金の返済による支出 △40,240 △21,920

配当金の支払額 － △363

その他 331 663

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,151 △1,799

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,050 △1,109

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 163 △8,472

現金及び現金同等物の期首残高 55,331 51,901

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △458

現金及び現金同等物の四半期末残高 55,494 42,970
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【会計方針の変更等】

　
　
　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　

　

　

（会計上の見積りの変更）

一部の国内連結子会社が保有する有形固定資産の「工具、器具及び備品」のうち、金型は、従来耐用年数を２

年として減価償却を行ってきましたが、新規投資が増加したことを契機として、製品の開発サイクル及び金型

の使用実績から総合的に耐用年数の見直しを行った結果、従来の耐用年数よりも長期間使用可能であることが

明らかとなったため、第１四半期連結会計期間より耐用年数６年を採用することといたしました。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ250百万

円増加し、税金等調整前四半期純損失は250百万円減少しております。　

　

　　

【追加情報】

　
　　当第２四半期連結累計期間
　（自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日）　

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１. 保証債務

下記の従業員の金融機関からの借入金に対して保証を行っております。

　  
前連結会計年度

（平成23年３月31日）　
当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

　 従業員（住宅資金） 156百万円 147百万円

　

２．受取手形割引高

　  
前連結会計年度

（平成23年３月31日）　
当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

　 受取手形割引高 368百万円 730百万円

　

※３. たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

　  
前連結会計年度

（平成23年３月31日）　
当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

　 商品及び製品 37,720百万円 41,701百万円

　 仕掛品 12,566百万円 12,835百万円

　 原材料及び貯蔵品 10,687百万円 11,492百万円

　

※４. 貸株に提供している投資有価証券は、次のとおりであります。

　  
前連結会計年度

（平成23年３月31日）　
当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

　 投資有価証券 163百万円 165百万円

　　

　　

（四半期連結損益計算書関係）

※１. 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。　

　  
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　 貸倒引当金繰入額 71百万円 28百万円

　 労務費 16,595百万円 16,617百万円

　 賞与引当金繰入額 1,986百万円 1,444百万円

　 退職給付費用 905百万円 865百万円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　 現金及び預金勘定 56,501百万円 43,082百万円

　 預入期間が３か月を超える定期預金 △1,007百万円 △111百万円

　 現金及び現金同等物 55,494百万円 42,970百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。 

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１. 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）　

一株当たり

配当額

（円）　

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会　
普通株式 372　　　 　2.00　

平成23年３月31日

　
平成23年６月30日利益剰余金

　

２. 株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年９月30日）　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 報告セグメント　
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2）

  
ウオッチ
事業

電子部品
等事業

クロック
事業

眼鏡事業
その他の
事業

計

売上高      　   

外部顧客への売上

高
   46,09482,409　 3,445　 11,821　 11,836　 155,608　 －　 155,608　

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

1,218　 2,210　 945　 43　 956　 5,375　 △5,375　 －　

計 47,313　 　84,6204,391　 11,864　 12,793　 160,983　 △5,375　 155,608　

セグメント利益又は

損失（△）
3,965　 2,657　 △443　 178　 △725　 5,631　 △179　 5,452　

　　（注）１．セグメント利益の調整額△179百万円には、のれんの償却額△451百万円、セグメント間取引消去等1,011

　　　　　　　百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△739百万円が含まれております。全社費用の主な

　　　　　　　ものは、親会社（持株会社）に係る費用であります。

　　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日　至 平成23年９月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 報告セグメント　
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2）

  
ウオッチ
事業

電子部品
等事業

クロック
事業

眼鏡事業
その他の
事業

計

売上高      　   

外部顧客への売上

高
   53,48875,487　 4,018　 11,385　 5,423　 149,803　 －　 149,803　

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

434　 3,371　 1,086　 41　 897　 5,831　 △5,831　 －　

計 53,922　 　78,8595,104　 11,427　 6,320　 155,634　 △5,831　 149,803　

セグメント利益又は

損失（△）
4,465　 1,538　 △114　 170　 △583　 5,476　 △856　 4,620　

(注)１．セグメント利益の調整額△856百万円には、のれんの償却額△451百万円、セグメント間取引消去等869

百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,274百万円が含まれております。全社費用の

主なものは、親会社（持株会社）に係る費用であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　３．一部の国内連結子会社が保有する有形固定資産の「工具、器具及び備品」のうち、金型は、従来耐用年数

を２年として減価償却を行ってきましたが、製品の開発サイクル及び金型の使用実績から総合的に耐

用年数の見直しを行った結果、第１四半期連結会計期間より耐用年数６年を採用することといたしま

した。　

　　　　当第２四半期連結累計期間のこの変更による影響額は、セグメント利益がウオッチ事業で113百万円増加

し、電子部品等事業で136百万円増加しております。

　　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　連結経営管理体制の変更に伴い、前第２四半期連結累計期間においてその他の事業に含めていた(株)クロ

ノスを、前第３四半期連結累計期間よりウオッチ事業に含めて開示しております。

　　　この変更を前第２四半期連結累計期間に反映した場合、ウオッチ事業の外部顧客への売上高が5,369百万円

増加、セグメント間の内部売上高又は振替高が732百万円減少し、その他の事業の外部顧客への売上高が

5,369百万円減少、セグメント間の内部売上高又は振替高が1百万円増加いたします。また、ウオッチ事業の

セグメント利益が62百万円増加し、その他の事業のセグメント損失が133百万円増加いたします。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
7円88銭 △13円11銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
1,366 △2,395

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
1,366 △2,395

普通株式の期中平均株式数（千株） 173,404 182,710

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額又は潜在株式調整後１株当たり四半期純損失金額については、潜

在株式がないため記載しておりません。　

　　

　

（重要な後発事象）

タイにおける洪水により、タイ・パトムタニ県のナワナコン工業団地に所在する、当社の連結子会社である、Seiko

Instruments (Thailand) Ltd. は10月14日から、SEIKO Precision (Thailand) Co.,Ltd.は10月12日から、操業を停

止しております。

両社とも、浸水の被害が発生しておりますが、工場内への立ち入りが困難な状況にあるため、被害の詳細は把握でき

ておりません。また、当該洪水が当社グループの今後の営業活動等に及ぼす影響等を、現時点で合理的に見積もるこ

とは困難であります。

　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

セイコーホールディングス株式会社(E02280)

四半期報告書

22/23



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

セイコーホールディングス株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　治彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 小林　雅彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 根本　剛光　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセイコーホールディ

ングス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月

１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セイコーホールディングス株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、タイにおける洪水により、会社の連結子会社２社は操業を停止しており、両社と

もに浸水の被害が発生している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　　　　　　　　　　　　　　　
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